
先端臨床研究センター

1）核医学科を担当し、核医学診断（とくにPET/CT, PET/MRI）、核医学治療（RI内用療法）の外来・入院
診療を行う。

2）サイクロトロンで製造した放射性核種による放射性薬剤の合成と、その臨床応用を目指した研究開発を行
　  う。

部　門　紹　介

指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介

秋田県立秋田高等学校卒業
昭和56年 東北大学卒業
昭和58年 東北大学大学院薬学研究科修士

課程修了
臨床専門分野
１）薬学
２）核医学
研究分野
１）放射性医薬品
２）分子イメージング
趣味：旅行、エスニック料理食べ歩き、星

空観察教授　髙橋　和弘

教授　織内　　昇

中国吉林省汪清三中高等学校卒業
昭和60年 中国延辺大学医学院
 医学系医学（日本語班）専攻卒業
平成 2 年 中国白求恩医科大学大学院
 修士課程  修了
平成15年 北海道大学大学院医学研究科
 博士課程  修了　
臨床専門分野
１）核医学
研究分野
１）核医学・分子イメージング・分子生物学・
再生医療・腫瘍・動脈硬化・分子標的治療
趣味：スポーツ・温泉教授　趙　　松吉

福島県立磐城高等学校卒業
昭和60年 群馬大学卒業
平成 2 年 群馬大学大学院医学系研究科修了
臨床専門分野  
１）核医学
２）放射線医学
研究分野  
１）標的RI治療
２）分子イメージング
趣味：スポーツ、読書、旅行

准教授　鷲山　幸信

福井県立藤島高等学校卒業
平成 9 年 金沢大学理学部化学科卒業
平成11年 金沢大学大学院自然科学研究科

博士前期課程修了
平成17年 金沢大学大学院医学系研究科博士

後期課程修了
臨床専門分野
１）核医学
研究分野
１）放射化学
２）放射線科学

講師　西嶋　剣一

山口県桜ヶ丘高等学校卒業
平成 9 年 北海道医療大学薬学部卒業
平成11年 北海道医療大学大学院薬学研究

科修了
臨床専門分野
１）核医学
２）薬学
研究分野
１）放射薬品化学
趣味：バスケットボール

助教　高　　峰英

中国吉林省永吉県朝鮮族第一中学校卒業
平成20年 中国延辺大学医学部卒業
平成27年 日本富山大学医学薬学教育部大

学院博士課程修了
臨床専門分野
１）核医学
研究分野
１）代謝疾患
２）分子生物学
３）核医学
趣味：映画鑑賞、美術作品鑑賞

助教　右近　直之

北海道札幌月寒高校卒業
平成22年 北海道大学卒業
平成28年 北海道大学医学研究科
　　　　  博士課程修了
臨床専門分野
１）医学物理
研究分野
１）医学物理
２）放射線物理
３）分子イメージング
趣味：旅行

仙台育英学園秀光中等教育学校（宮城県）卒業
平成23年 国立大学法人群馬大学医学部

医学科卒業
臨床専門分野
１）核医学診断・治療
２）放射線医学・画像診断
研究分野
１）核医学診断・治療
趣味：スポーツ観戦、読書、キャンプ、水泳

助教　菅原　茂耕

教授　伊藤　　浩

福島県立磐城高等学校卒業
平成 元 年 福島県立医科大学卒業
平成 ５ 年 東北大学大学院医学研究科修了
臨床専門分野
１）放射線診断
２）核医学
研究分野
１）脳神経核医学
２）分子イメージング
趣味：サイクリング、ランニング

教授  志賀　　哲

群馬県立桐生高等学校卒業
平成5年 北海道大学卒業
臨床専門分野  
１）核医学
研究分野  
１）核医学治療、核医学診断（特に脳腫瘍）
趣味：映画鑑賞、写真

119



研修医、臨床医入学時の研究分野
　核医学の手法を用いた画像診断と標的RI治療（RI内用療
法）の開発が主な研究内容である。小型、中型 2台のサイ
クロトロンやPET/MRIなどの先端機器を所有して医学研
究や診療を行っている。
 1 ）サイクロトロンで製造する放射性核種による新たな放
射性薬剤の開発など分子イメージングの研究

 2 ）PET/MRI装置を用いた画像工学や新規撮像法の臨床
的有用性などの研究

 3 ）α線核種であるAt-211による新規の標的RI治療の開発
研究

講座・部門の主な研究内容
　初期臨床研修での内容は問わない。臨床のどの分野も核
医学の研究に関係するため無駄な経験はなく、むしろそれ
までの診療経験を核医学の研究に活かし発展させることが
できる。

助手　城寶　大輝

富山県立砺波高等学校卒業
平成29年 京都薬科大学薬学部薬学科卒業
臨床専門分野  
１）核医学
２）薬学
研究分野  
１）放射性医薬品
趣味：野球観戦、映画鑑賞

石川県立金沢二水高等学校卒業
平成27年 金沢大学医薬保健学域薬学類卒業
臨床専門分野
１）核医学
２）薬学
研究分野
１）放射性医薬品
趣味：音楽鑑賞

助手　粟生木美穂

宮城県白石高等学校卒業
昭和62年 東北大学医療技術短期大学部卒業
平成 元 年 東京理科大学理学部卒業
平成 8 年 日本大学大学院理工学研究科
　　　　  前期課程修了
平成14年 東京電機大学大学院理工学研究科
　　　　  単位取得済満期退学
臨床専門分野
１）PET検査
２）核医学検査
研究分野
１）核医学・PET検査技術学
２）医用画像工学
趣味：音楽鑑賞

助手　南部　武幸

指導医からのメッセージ指導医からのメッセージ
　核医学の診療を行いながら、新しい核医学画像診
断としての分子イメージングと、標的RI治療（RI内
用療法）の研究を行っています。小型、中型のサイ
クロトロンとPET/MRIを活用して研究を行ってい
ます。サイクロトロンで核種を製造、精製する物理
や放射化学の専門家、標識薬剤を合成する放射薬学
の専門家、動物用のPET/SPECT/CT装置や臨床用
PET/MRI装置を駆使して新規放射性薬剤の有効性
や安全性の研究を行う基礎医学や画像工学の専門家
を擁しており、国内でこの分野をリードする研究機
関、研究者と連携しています。
　以下の研究が走っています。
① 診断では分子イメージングと呼ばれる標的分子を

画像化する手法の開発を行っています。 サイクロ
トロンを活用して放射性核種を製造し、 新たな放
射性薬剤を開発して新規の分子イメージングを開
発します。中型サイクロトロンによる新規核種の
放射性薬剤を開発できるため、ユニークな研究が
可能です。

② PET/MRI装置はハイエンドの装置であり、画像
工学の研究からPET/MRI診断の臨床的有用性の
研究まで幅広い研究が可能です。

③ 治療では、β線よりも治療効果に優れたα線核種
であるAt-211の製造が可能であり、すでに製造
実績があります。α線による癌治療は脚光を浴び
ています。臨床応用を目指した非臨床研究や臨床
試験を国内の大学や研究機関と連携して行ってい
ます。
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